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③金王車用および重量氷調盛期における溜氷のみの錫.温階釜を求めて比磁（釜古川、きいア'l'ti<1ELL、）
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衛星マイクロ波放射計による薄い海氷の検出と北極海薄氷域拡大に関する研究
中山雅茂（北朔大学生涯学習システム学部）、直木和弘（JAXAEORC）、西尾文彦（千葉大学CEReS)

背景①：海氷表面から大気への熱輸送量

氷厚40cm以下の海氷は氷原lm以よの海氷
に比ぺ海氷表面から大気への勲章書送置が10
～100倍大きい。（Maykut,1978) 。
海氷の有無だけでなく、どのような海氷が海洋

を覆っているかという情報が必要．特に、薄い
氷の厚さやその分布情報を知りたL、．

ノ
l 1 海氷3タイプ逆推定手法の提案 I 

' NASA Team ahzorlthmlま‘衛生氷（newice）‘一年氷（first-v回 ricel.多年氷Cmultl-v四 rice）の代表的な
書置度湿降客元に港氷曾径庭事推定している．下図に示す代表値から‘各港氷の湿合憲君与をえたデータセッ

ト多作成し‘婁磁の鍾軍属歯車との整n<I量も，l、きい治合の混合皐が主解とする鐙推定手法多湿獲するa

Data of thick ice area (first-year ～multi-year ice) Data of thin ice area (new ～first-year ice) 

i背景②・衛星搭載マイクロ波放射計による海氷観測
【センサ］ 観測期間 衛星名 センサ名 観測周波数帯（GHzl

1972～197G Nimbus5 ESMR ID 

1978～198G Nimbus7 SMMR 6.33, 10.69, 18. 21 37 
1987～ DMSP SSM/1 19.35 22.23 37 85.5 

2002～ Aqua AMSR包 G.9,10.7, 18.7 23.8 36.5, 89 

【代表的な海氷!!1！妾皮推定アルゴリズム］
アルゴリズム名 使用周波数繕（GHz) メリット・デメリット

Bootstrap algorithm 18-19, 36-37 薄氷織も精度よく推定するが薄氷減の検出は鍵しい。

NASA Team algorithm 18’19, 3ι37 簿氷域の過小E平価が大だが甘、inIce alg。rithmが男I］にある。…am 2 al 18 1 山剖叩~肘ない
18-19GHz帯と36-37GHz帯を利用することによって、1978年から30年以上の解析を行うことができる．
また、NASATeam algo此hmをペースにして開発された薄氷蟻検出アルゴリズム（中山ら、2叩 1)を
改良し、海氷滋を3つにタイア分けするアルゴリズムの開策を目指す．これにより、海氷寝後度後定
の店舗度化と海氷の厚さ推定が同時に行うことができるようなる．
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｜基本原理②：NASAT earn algorithm全球用および薄氷域用による推定例
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｜基本原理①：衛星マイクロ波放射計による海氷密接度推定の原理
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推定結果例（対象海域．オホーツク海）
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海氷3タイプ逆推定手法を適用した結果

1998.10.28 

10 


	010



